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フランスで高い水準の出生率と女性の就業率が 

維持されている背景には独自の家族政策があります。 

変容する家族を支援するフランスの家族政策と 

社会福祉の特色を日本との比較の中で明らかにします。 

 

１．日本とフランス 

２．日本の家族、フランスの家族 

３．家族支援の社会福祉（家族政策）の現状と課題 

①児童家庭福祉の概要（VTR） 

②主な家族手当の種類と内容 

③家族政策の経緯 

④問題点と課題 

４．日本への示唆 

・個人の権利と家族の権利 

・女性政策・住宅政策・雇用政策との連携の中で 

・文化としての家族の位置づけ（家族の価値の認識）  

 


